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１ はじめに

漢方薬の生薬原料である薬用作物（薬用植物）は、

国民健康を守るため国内栽培による安価かつ安定生

産が極めて重要である。しかし、国内生産量は少なく、

海外産、特に中国からの輸入に頼っている。同国の薬

用作物自生地の環境破壊による供給量の減少および

富裕層による需要急拡大の影響を大きく受けており、

供給量および価格は、大きな変動の波に襲われている。

また、国内の産地では、一般農作物に比べ極僅かな量

しか栽培されていないため、栽培方法は地域の習慣や

生産者の経験に依存することが多く、新規の生産者に

は栽培が難しい。 
薬用作物トウキ（Angelica acutiloba (Siebold & 

Zucc.) Kitag.）は、セリ科の多年生植物である。第十

七改正日本薬局方において、トウキおよびホッカイト

ウキ (A. acutiloba var. sugiyamae Hikino)の根が生

薬「当帰（トウキ）」の原料として利用されている。当

帰は婦人薬等の多くの漢方処方に配合される重要な

医薬品原料である。このトウキについて、秋田県、新

潟県、富山県、長野県、茨城県、広島県、山口県、香

川県、愛媛県の 9 ヶ所において、同一条件で栽培され

た苗を用いた連絡試験が行われた（井上ら、2021）。
生育結果より、高温時の生育停滞を考慮するため上下

限温度を設定した生育好適温度帯日数を変数として、

収穫時期の判断のため根の生育モデルを開発した。試

験地の地理的分布を考慮して、モデルの適用地域を本

州四国とした。しかし、東北地方太平洋側地域での栽

培試験はなく、栽培した際の状況は不明である。そこ

で、東北地方太平洋側の盛岡（農研機構東北農業研究

センター本所）、福島（農研機構東北農業研究センター

福島拠点）の位置における栽培シミュレーションを行

った。 
 
２ 試験方法

（ ）使用したデータ

本シミュレーションには、農研機構メッシュ農業気

象データサーバ（大野ら、2016）に自動接続し、日平

均気温データ、日積雪深データを使用した。統計期間

は、2001 年から 2020 年までの 20 年間とした。 
（ ）収穫適期推定プログラム

シミュレーションには、薬用作物トウキの収穫適期

推定プログラムを使用した。これは表計算ソフト・

エクセル上で動作し、前述したデータを自動で取得し、

モデル計算を行い、収穫適期を推定するものである

（井上ら、 。農研機構職務作成プログラム ）。

各年 4 月 1 日に苗を定植したとして、根の乾燥重量が

80g に達する日を収穫適期として想定している。

 
３ 結果果及び考察

盛岡および福島でのシミュレーション結果を表１

に示す。盛岡での収穫適期は、10 月 13 日から 11 月

29 日の間で平均 10 月 31 日であった。福島での収穫

適期は、10 月 12 日から 11 月 25 日の間で平均 10 月

26 日であった。関東以西で深刻であった夏季の高温に

よる生育停滞は、年によっては現れたが限定的であり、

収穫適期が大きく後ろにずれ込むことはなかった。 
積雪期間との兼ね合いを見ると、盛岡、福島ともに、

太平洋側ではあるが寒冷な東北地方であるため、年に

よって多少はあるが季節積雪地であり、3 月中に積雪

が見られた。そのため、定植日を 4 月 1 日より早める

のは難しいと考えられた。一方、冬の長期積雪開始は

11 月下旬以降となっており、収穫適期前に長期積雪

（いわゆる根雪）が始まることはなかった。4 月 1 日

前後に苗を定植すれば 10 月中旬以降 11 月下旬までに

収穫適期を迎えることができ、積雪期間を回避できる

ことが示唆された。10 月中旬に適期を迎えても、その

まま栽培を継続することによって、より肥大を期待で

きる。そのような栽培体系において東北地方太平洋側

でもトウキ栽培が成立することが試算された。 

４ まとめ

薬用作物トウキの収穫適期推定プログラムを用い

て、東北地方太平洋側の盛岡および福島におけるトウ

キの栽培シミュレーションを行った。その結果、積雪

期間のため安定して 4 月 1 日より大幅に早く定植する

ことは難しく、4 月 1 日頃が定植にふさわしいことが

わかった。一方、夏季の高温による生育停滞は見られ

たが限定的であり、収穫適期は 10 月中旬以降 11 月下

旬までとなることが分かった。その結果、積雪期間の

前に収穫適期を迎えることが示唆された。東北地方太

平洋側においても、トウキ栽培が成立することが試算

された。 
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表１ 盛岡および福島における各年の収穫適期 
年 盛岡 福島 

2001  10/26 10/15 
2002  11/10 10/15 
2003  10/14 10/13 
2004  11/1 10/28 
2005  10/26 10/19 
2006  10/22 10/30 
2007  10/28 10/29 
2008  10/20 10/12 
2009  10/13 10/12 
2010  11/29 11/25 
2011  11/12 11/6 
2012  11/22 11/16 
2013  10/25 10/23 
2014  10/27 10/20 
2015  11/4 10/28 
2016  10/25 10/22 
2017  10/27 10/22 
2018  11/16 11/3 
2019  11/9 11/12 
2020  11/4 10/31 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 盛岡 2004 年にお

けるシミュレーション結

果（プログラム画面の一

例） 
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